
背片は円頭。茎の皮層細胞は厚壁。花被は短枝につき、ときに新枝を出す。腹片は茎を覆い、反対
側に張り出す。背片と腹片の基部は明瞭に耳状に発達するのがわかりやすい特徴。油体は各細胞に
2-3(-5)個あり、眼点がある。近畿・中国地方のおもに石灰岩地にみられる。

現状不明
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Radula  auriculata  Steph

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ケビラゴケ科
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